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【課題の概要】 
本研究は、太陽光エネルギーの有効利用を目指して、近赤外

から可視光領域への三重項－三重項消滅によるフォトン・ア
ップコンバージョン（TTA-UC）及びフォトン増幅プロセスで
あるシングレットフィッション（SF）を、自己組織化された
分子集合体を構築することによって高い効率で実現化するも
のである。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
本研究では、（１）Os 錯体を用いた TTA-UC 分子集合体シ

ステムの構築、（２）Ag ナノギャップアレイ上への D-A 分子
の配向集積化による TTA-UC の高感度化、（３）キラル集積構
造を用いることでの SF の促進、の３つを行うこととしてお
り、いずれも励起三重項の新たな特性を引き出す学術的意義
を有しており、また、分子集合体の精緻な構造規制を確立す
ることから自己組織化の学理への貢献も期待される。さらに、
本技術は、将来、幅広い分野への応用が期待される。 

 


